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将来シミュレーション報告書

 将来シミュレーション報告書では、結果をA4用紙5枚（表紙を除く）に表示。

─ 評価方法は『経営診断報告書』と同様で、経営改善計画（予測BS・PL）についてCRDモデル等
でみた改善度合いが分かります。
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① 将来シミュレーションサマリー
② シミュレーション前提設定内容
③ CRDモデルによる総合評価結果
④ CRDモデルでみた貴社の財務状況
⑤ キャッシュフロー分析
⑥ 債務償還年数分析
⑦ 財務諸表の将来予測
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 予測BS・PL項目のうち主要部分を時系列で表示します。

将来シミュレーション報告書_【将来シミュレーションサマリー】
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 予測BS・PLを作成する際の前提設定内容を表示します。

将来シミュレーション報告書_【シミュレーション前提設定内容】
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 5年後の予測BS・PLによる、将来の信用力の位置づけは？

CRDランク『D』から『B』へ

デフォルトした企業の
平均的な位置づけ

本シナリオでは、5年後にはCRDランク『B』にランクアップ。

本シナリオによる
5年後の位置づけ
CRDランク『B』

直近期決算による
現状の位置づけ

CRDランク『D』

将来シミュレーション報告書_【CRDモデルによる総合評価結果】
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 CRDモデルでみた財務面の強み・弱み（『○』『●』）及びウエイトについて、
時系列推移を表示します。

将来シミュレーション報告書_【CRDモデルでみた貴社の財務状況】
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 間接法によるキャッシュフローを時系列で表示するとともに、企業が自由に使える
キャッシュである『フリーキャッシュフロー』の時系列推移をグラフ表示します。

将来シミュレーション報告書_【キャッシュフロー分析】
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 毎年の返済財源で借入金を完済するのに何年かかるか『債務償還年数』を算出し、
借入状況に問題がないかを時系列でみて点検します。

将来シミュレーション報告書_【債務償還年数分析】
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 予測BS・PLの全項目を時系列表示します。

将来シミュレーション報告書_【財務諸表の将来予測】
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財務バランス予測結果
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『現状（ピンク色折れ線）』と
『将来予測（青色面）』の財務
バランスを比較

直近期の実績値及び
5段階ランク

5年後の予測値及び
5段階ランク
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 予測BS・PL妥当性チェックでは、7つのチェック項目についてCRDデータと比較し、
各シミュレーション期いずれかで『過大／過小』と判定されると妥当性チェック欄に
『 !! 』、『やや過大／やや過小』と判定されると『 ! 』を表示します。

予測BS・PL妥当性チェックシート
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（１）チェック項目について

 予測BS・PLを作成するうえで特に重要と考えられる項目が、妥当な計数となっているかをチェック。

 具体的なチェック項目は、『売上高』『売上原価』『販売費および一般管理費』『売上債権（割引・裏書譲渡手形含む）』『棚卸資産』『買入債務』
『減価償却実施額』の7つ。

（２）チェック方法について

 上記（１）のチェック項目に対し、妥当性をチェックする方法として、各項目の『前期比増減率』が、過去の膨大な数の中小企業の動向を示すと考え
られるCRDデータ（大分類業種別）の『前期比増減率』分布と比較して、過大／過小の位置にあるかどうかを点検。

─事業内容を大幅かつ急激に変更しない限り、企業の財務項目は前期と比較し大きく増減することはないと想定し、『前期比増減率』をチェック。

─CRD法人データベース（2001年から搭載データ基準年まで／ただし2期連続で存在するデータが対象）の全ての決算データについて『前期比増減
率』を算出し、このデータの分布と比較して、診断企業の予測BS・PLにおける『前期比増減率』が過大／過小と判断される位置にあるかどうかを
チェック。

─ なお、チェック項目『減価償却実施額』については、前期比増減率ではなく、当期の有形固定資産（土地を除く）に対する減価償却実施額の割合
（減価償却率）が過小でないか、償却不足はないかどうかをCRDデータと比較してチェック。
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全体の半分の債務者が集まる
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この範囲を外れた場合は、

要チェック。

過去データでは、

5％の債務者しか

これ以上に増加しなかった

稀なケース。

実現可能性を要確認。

過去データでは、

5％の債務者しか

これ以下に減少しなかった

稀なケース。

実現可能性を要確認。

（３）過大／過小のチェック基準について

 上記（２）で過大／過小をチェックする基準としては、CRDデータの分布における
中央値（50パーセント点）からどの程度離れた位置であるか、パーセント点を基準
としています。

 具体的には、CRDデータを『前期比増減率』の昇順に並べ、『過小＝5パーセント点
以下』『やや過小＝25パーセント点以下』『やや過大＝75パーセント点以上』
『過大＝95パーセント点以上』でチェック基準を設定し、『25パーセント点超75
パーセント点未満』であれば妥当な水準としています。

─上記『基準』は、データの分布の特徴を要約する際、一般的に用いる基本統計量で
ある 5数要約（3つの四分位点と最大値・最小値のことで、これを図示したものが
箱ひげ図：右図）の考え方を援用。
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（参考）予測BS・PL妥当性チェックシートの考え方


